
 

 

 

 

 

 

「魔法の小箱」と上手に付き合うために 
校長 中 島 英 治 

数年前、ある講演を聴いた時に私が書いたメモが手元に残っていました。「今はスマホで

何でもできる時代。親が夢中になっているんだから、子供が夢中になって当たり前です。

スマホは、空前絶後の魔法の小箱。だからこそ、親が使い方を間違えたらダメなんです。

子どもは大人の真似をしますからね」と。 

通話機能だけを利用している人は、まれでしょう。LINE やツイッター、インスタなど

SNS からネット検索、YouTube を見たり、音楽を聴いたり、漫画や小説を読んだり、写

真・動画の撮影、運転する時にはナビになり、買い物する時には○○ペイで支払いできる。

講演でメモをした数年前は「何でもできる便利なモノ」だったものが、今では「なければ

困る必需品」になっているようです。あと一つ、忘れてはいけないのが、ゲームでしょう。 

例年、市内の全小中学校で４～５月に実施している「携帯・スマホアンケート調査」の

結果が５月下旬に出ました。本校の生徒が最も多く使用する機能は「ゲーム」で 42.6％、

次に多いのが「SNS で情報を見る」で 22.2％でした。他の質問を見てみると… 

○ 携帯・スマホ所持率    西陵中 81.5％ 市内中学校平均 81.0％ 

○ 平日２時間以上使用   西陵中 68.5％ 市内中学校平均 60.1％ 

○ 家庭のルールがない   西陵中 55.6％ 市内中学校平均 41.9％ 

○ フィルタリングの利用 西陵中 32.4％ 市内中学校平均 34.8％ 

上の数字は全校生徒に対する割合です。学年別に見ると傾向は少し異なります。携帯・

スマホ所持率は、市内平均とほぼ同程度ですが、本校は平日２時間以上使用する生徒と家

庭のルールがないと答えた生徒がかなり多いことが分かります。 

この結果を受けて、本校の教職員は、子供たちに家庭での使用時間を控えるよう、そし

て、「規則正しい生活を送ること」と「目標をもった生活を送ること」を引き続き指導して

いくことを確認しました。しかし、家庭でのスマホの使用については、学校の指導だけで

は限界があります。ぜひ、各ご家庭で「ルールづくり」や「フィルタリングの利用」をお

子さんとの話し合いで決めていただきますよう、お願いします。 

数か月前、ある発表会に私が観客として席に座っていると、観客席の大人（おそらく発

表する子供のお父さんと思われます）が、スマホでずっとゲームをしていました。すぐ後

ろに座っていた私は、何とも言えない気分になりました。 

「子供は親の背中を見て育つ」と言います。私自身、成人した子供をもつ父親ですが、

自分の子育てを振り返ると全く偉そうなことは言えません。しかし、その反省を踏まえ、

今、中学生のお子さんをもつ皆さんに、ほんの少しだけ考えていただきたく、今月の巻頭

言をしたためた次第です。最後に「登別市 携帯スマホ３つのルール」を確認します。 
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１．中学生の使用時間は１日２時間以内 

２．中学生の使用時刻は９時まで（それ以降は自分の部屋に持ち込ませない） 

３．スマホなどにはフィルタリングをかけること 



★６月８日(木) 第 40 回登別市少年の主張大会★ 

本校から 2名の生徒が登別中学校で開催

された主張大会に参加。2 年志家
し け

衣
い

織
おり

さん

が特別賞（奨励賞）を受賞しました。おめ

でとうございます。 

○卓球部  

男子団体 4位(胆振大会出場) 

男子個人 奥山(ベスト８)胆振大会出場 

女子個人 三浦(ベスト 16)胆振大会出場 

○バスケットボール部 

男子 vs緑陽中(51-77)   敗退 

 女子 vs緑陽中(19-105) 敗退 

○バレーボール部 

予選グループ戦 vs虻田中に勝利 

決勝 T vs翔陽中(19-25、15-25)敗退 

○バドミントン部 団体 

  男子団体 予選敗退 

男子シングルス  

工藤 2回戦敗退 

澤田  ベスト 16 

○野球部 第 3位  

1回戦 vs ユナイトクラブ（5-1）   

準決勝 vs 伊達中（2-4）敗退 

尽力・敬意・感謝＜西陵魂＞をもって試

合に臨んだ 3年生の姿は大変立派

でした。 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

★開校 50 周年記念看板完成 ★ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

6/20(火)、美術部 3 年生がイラスト画を

担当し、準備を進めてきた記念看板を市民

会館駐車場脇に設置しました。今後も「笑

顔と活気あふれる学校をめざして」教育活

動を充実させていきます。 

 

5月下旬、全学級でいじめ調査を含む『生

活アンケート』を実施したところ、「たたか

れた」「悪口を言われた」という回答がそれ

ぞれ 1 件ありました。担任が詳しく事情を

聞き、関係する生徒には指導し、必要に応

じて家庭への連絡をしました。本校では、

「いじめは絶対に許されない」という姿勢

で対応することを全教職員で確認し、ご家

庭に「いじめ防止基本方針(概略版)」を配

布しました。引き続き、子どもたちの変化

を敏感にキャッチしていきます。ご家庭で

もお気づきの点がありましたら、学校まで

ご連絡ください。 

 

 

 

6月 19日(月)より、8時 10分～16時 30分の

時間帯は職員玄関を施錠しております。 

来校される際は玄関脇のインターフォンに

て職員室と通話してください。詳細については、

学校から 6/16 に配布しました文書をご覧くだ

さい。生徒の安全確保のため、ご理解とご協力

をよろしくお願いします。 

P.２ 

 

本校からは、三浦ゆめさん(3年)が「難民の

子供たちの夢」、志家伊織さん(2年)が「いじめ

について」を演題に、自分の考えをしっかりと

伝え堂々とした発表を披露しました。自分がで

きることは何かを考え、聴衆の中学生に訴える

ことができました。 
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令和５年度

1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6

1 土 胆振中体連（卓球、野球、バド）

2 日 胆振中体連（野球）

3 月
全協
交通安全あいさつ運動

○ ○ ○ ○ ○ 総 × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ×

4 火 学：キャリアパスポート(1学期反省） ○ ○ ○ ○ ○ 行 学 ○ ○ ○ ○ ○ 学 ○ ○ ○ ○ ○ 学

5 水 所見下書 〆切（1年） ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 木 1年校外学習（ウポポイ） 23 行 行 行 行 総 総 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ×

7 金 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 総 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8 土 土曜授業①（3教科チャレンジテスト・全校道徳） B × ○ ◎ 道 学 × × ○ ◎ 道 学 × × ○ ◎ 道 学 × ×

9 日 ジュニア大会（バド）

10 月 ④学：学校祭提案    　　　　　体育祭特別日課 ○ ○ ○ 総 学 ○ ○ ○ ○ ○ 学 ○ ○ ○ ○ ○ 学 ○ ○ ×

11 火 ○ × ○ ○ ○ ○ 総 × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ×

12 水 ○ × ○ ○ ○ 総 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

13 木 体育祭前日準備 ○ × ○ ○ ○ ○ 行 × ○ ○ ○ ○ 行 × ○ ○ ○ ○ 行 × ×

14 金 開校50周年記念体育祭 ○ × 行 ○ ○ ○ 行 × 行 ○ ○ ○ 行 × 行 ○ ○ ○ 行 × ×

15 土 全日本大会（野球）

16 日

17 月 海の日

18 火 ①行：体育祭反省 ○ × 行 ○ ○ ○ 道 × 行 ○ ○ ○ 道 × 行 ○ ○ ○ 道 ×

19 水 ⑤学：夏休みの計画 ○ × ○ ○ ○ 総 学 × ○ ○ ○ ○ 学 × ○ ○ ○ ○ 学 × ○

20 木
④行：大掃除
⑤⑥：3年高校説明会（体育館）

○ ○ ○ ○ 行 ○ ○ ○ ○ ○ 行 ○ ○ ○ ○ ○ 行 総 総

21 金 1学期終業式 B ○ ○ ○ ○ ○ 行 学 ○ ○ ○ ○ 行 学 ○ ○ ○ ○ 行 学 ×

22 土

23 日

24 月
夏季学習会①
夏休み学習サポート①

25 火
夏季学習会②
夏休み学習サポート②

26 水

27 木

28 金

29 土

30 日

31 月

７月行事予定(家庭用)

8/30（水）学力テスト　　          8/31(木) 全協

2 41

8/23（水）校内研修　　　　　　　　　8/25（金）教育支援委員会 学　活 5 17 5 15 5 16

8/18（金）始業式(給食なし)　　8/28（月）専門委員会 総合的な学習 8 9 0 29

月 累計

8/17（木）分掌部会・学年部会・支援部会・運営委員会 道　徳 2 12 2 12 2 12

８月行事予定 月　計 月 累計 月 累計

第２学年 第３学年 清
掃

登別市立西陵中学校

日 曜 主な行事 日課 給食
部
活

諸会議
第１学年

P．３


